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極早生ウンシュウ 13 樹，30 ～ 50 年生の早生ウン
シュウ 10 樹，30 ～ 40 年生の普通ウンシュウ 4 樹
に対して実施した。根の露出程度を，極早生ウンシュ
ウでは，露出なし，1 ～ 2 割，3 ～ 5 割，6 ～ 7 割（写
真 2），早生ウンシュウと普通ウンシュウでは，露
出なし，1 ～ 2 割と区分した。なお，露出なしの樹は，
同一テラスの樹とした。





て，1 樹あたり 50 本を計測した。SPAD 値は，新
梢の中庸の葉から 1 樹あたり 30 枚について葉緑素
計（コニカミノルタ製，SPAD-502）で測定した。
　果実品質については，収穫期（極早生ウンシュウ：
10 月 4 日，早生ウンシュウ：11 月 2 日，普通ウン
シュウ 12 月 8 日）に，各調査樹の 1 果重と着色歩合，
果皮色，糖度，クエン酸濃度を調査した。1 果重は，
1 樹から平均的な果実 30 果を採取し平均値で評価
した。着色歩合は，1 樹あたり 30 果について，無
着色を 0，完全着色を 10 とした 11 段階の着色割合
で評価した。果皮色は，色彩色差計（コニカミノル
タ製，CR-400）を用いて，収穫期に採取した 1 樹










写真 3　上益城郡内のカキ ‘ 太秋 ’ 園の被災状況











合は直線距離で 1 ｋｍ離れた 2 園について，それぞ
れの園で 3 樹ずつ選定した（第 1 図）。
　樹体の調査は，上益城郡の園地を 2016 年 8 月 3
日に，玉名市の園地を 8 月 4 日に実施した。1 樹に
つき新梢をランダムに 10 本ずつ長さを計測し，1
樹につき 10 果ずつ果実にラベリングした。ラベリ
ングした果実は，収穫時（2016 年 11 月 2 日）に残
果数を調査して結実を算出した。果実品質は，ラベ



















なし，露出が 1 割から 2 割，3 割から 5 割，6 割か












6 から 7 割の根の露出区分で高い傾向が認められた。
　早生ウンシュウでは，根の露出なし，1 から 2 割
































3 2.8a 9.4a 70.2a 102.7a 3.3a 9.8a 0.87a
1 ～ 2 割 4 3.0a 7.1a 68.6a 95.6a 2.9a 10.4a 0.83a
3 ～ 5 割 4 3.6a 6.4a 67.9ab 89.0b 5.0a 11.2a 0.82a
6 ～ 7 割 2 4.0a 6.6a 60.5b 71.5b 5.6a 12.2a 0.94a






































濃度（%）a 値 a/b 値
露出なし
ｚ
5 3.0a 8.3a 70.2a 125.5a 8.2a 19.9a 0.28a 10.8a 0.94a
1 ～ 2 割 5 2.8a 7.2a 69.8a 111.2a 9.3a 22.7b 0.32b 12.2b 0.85a
５割 1 3.0a 6.2a 59.9a 106.9a 9.2a 22.2ab 0.30ab 11.9ab 0.81a


















濃度（%）a 値 a/b 値
露出なし
ｚ
2 4.0a 9.4a 74.1a 147.7a 10.0a 24.4a 0.36a 10.6a 0.99a
1 ～ 2 割 2 3.5a 9.8a 71.0a 144.6a 10.0a 24.8a 0.37a 11.1a 0.97a
ｚ Tukey-Kramer 法より、同列異符号間に 5% 水準で有意差があることを示す
ｙ着果量は少（1）、やや少（2）、中（3）、やや多（4）、多（5）で達観調査
ｘ着色歩合は着色なし（0）から完全着色（10）の 11 段階で達観調査














地割れ発生園 地割れ隣接樹 30.3 aｚ 40.0 aｙ 239 aｚ 1.1 aｚ 18.3 aｚ
（上益城１） 地割れ非隣接樹 35.3 b 40.0 a 319 b 1.2 ab 14.9 c
地盤沈下園 沈下大 34.0 ab 63.3 a 348 bc 1.3 ab 16.9 ab
（上益城１） 沈下小 40.7 c 66.7 a 318 b 1.2 ab 15.7 bc
健全園１（玉名） 46.6 d 93.3 b 391 cd 1.3 ab 16.7 ab
健全園２（玉名） 44.1 cd 90.0 b 414 d 1.4 b 17.5 a
ｚ Tukey 法より、同列異符号間に 5% 水準で有意差があることを示す
ｙ Ryan 法より、同列異符号間に 5% 水準で有意差があることを示す



















写真 4　カキ ‘ 太秋 ’ の地割れ発生園と対照園における軟化果実の発生状況












根の露出　1 ～ 2 割
根の露出　3 ～ 5 割









































地盤沈下 　大 新梢の抑制、落果 収穫前果実軟化







































































発生すると言われている４）。カキ ‘ 西条 ’ では，8 月
の高温時に降雨が少ないと土壌乾燥により水分スト
レスが生じ、樹上軟化の一因になる２）とされている。
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Effects of Ground Damages Due to the 2016 Kumamoto Earthquake on the Growth 
of Fruit Plants
Kuniya KITAZONO, Ryoji MIYATA1 and Hirohisa NESUMI2
Summary
　We evaluated the effects of the immense damages due to the Kumamoto earthquake 
generated in April, 2016, such as collapse of stone walls, cracks, and subsidence, on the growth 
and fruit quality of fruit trees, e.g., Satsuma mandarins and persimmons. In the Satsuma 
mandarin orchards where the stone wall collapsed, with regard to the influence on growth, 
we did not observe a change with less than 20% degree of exposure of the roots. However, the 
spring shoots were short, the leaf color became light, and the fruit size tended to become small 
when the tree roots were further exposed. In the Japanese persimmon “Taishuu,” the shoots 
became shorter, and many fruits in the seriously damage orchards, which included cracks and 
subsidence, were observed to fall down before harvest time because of softening.
　Keywords: 2016 Kumamoto earthquake, Satsuma mandarin, persimmon, Taishuu, stone wall, 
cracks
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